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ご相談・ご要望をどうぞ。　　☆くらし・税金・教育などの相談は　西澤伸明38‐4949　


◎日本共産党の見解を紹介します。メール　shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp　ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】





➡右表は「調査検討業務報告」の概要版（13ページ）の一部をコピーしたもの（メモ・線などの記入は編集者）





ごみ処理方式における広域組合の今後の方針


１　ごみ処理方式として「トンネルコンポスト方式」を採用


２　ごみ処理では、固形化せず、フラフで外部搬出





ごみ処理方式の


調査検討結果発表


10月31日彦根愛知犬上広域行政組合議会の全員協議会が開かれ、今後のごみ処理方式における検討結果と方針が報告されました。当組合では、一昨年来より、ごみ処理方式をめぐって、施設では焼却せず、微生物の発酵による熱で乾燥させるトンネルコンポスト方式を採用できるか検討しており、昨年の検討結果では「予想外の高額な建設費」となるため、追加の検討・調査が昨年9月から実施されていたもの。


発表された「新ごみ処理施設整備におけるごみ処理方式の選定に係る調査検討業務報告」（以後「調査結果」と言う）と「今後の業務方針」（以後「方針」と言う）では７つの施設整備パターンについて調査検討を行ったうえで、方針では、トンネルコンポスト方式でのごみ燃料化施設とし、フラフで外部に搬出する、と決定された。


フラフとは、羽毛や綿のように固形化しない状態を言う。


甲良町に


ばく大な財政負担


　発表された方針では、構成市町の負担額も示されました。それには、なんと、令和37年までに設備費で約14億円、運営費で約10億4千万円、合計約24億5千万円の負担と記されています。この額は現在価格を単純に１市4町に割り当てられたもので、今後の物価変動を反映としていますが、利息などは含まれていないと見られます。


　11月5日に開かれた甲良町議会の全協では、高額負担は納得できないなどの意見が出て、今後4町で連携しながらゴミ処理事業の検討を進めようと話し合いました。
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